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10月の古紙回収予定日【第１・第３ 火曜日】 

５日（火） ・ 19日（火）   

    ◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出してください。 

    ◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

    ◎必ず紙ヒモでくくってください。  
  

    ※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 

文化発表会 中止のお知らせ 

令和３年秋季全国火災予防運動について  

 例年10月に開催しております「文化発表会」は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と、

来場される皆さまの健康と安全を考慮し、中止することといたしました。 

 文化発表会を楽しみにされていた皆さまには、大変申し訳ございませんが、ご理解賜ります

ようお願いいたします。 

 芳養公民館の１階ロビーに、田辺市立図書館の貸出用の本を置いています。  

 ９月24日（金）に図書館による図書の入替え作業が実施されましたので、お知らせします。

本棚の横にある図書貸出簿にご記入の上、ご利用ください。 

 また、移動図書館「べんけい号」が下記の日程で芳養公民館前に巡回して来ますので、併せ

てお知らせします。  

 ■日時：10月１日（金）10時20分～11時 

     11月２日（火）10時20分～11時  

＊なお、新型コロナウイルス感染症の状況等により、巡回が中止となる場合が 

 ありますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。  

 【お問合せ】田辺市立図書館（電話：0739-22-0697） 

図書の貸出しについて 

  火災の発生しやすい時季を迎えるに当たり、高齢者を中心とする死者の発生を減少させ 

 るとともに、財産の損失を防ぐことを目的として、令和３年11月９日（火）から11月15 

 日（月）までの一週間、全国一斉に「秋季全国火災予防運動」が実施されます。住宅火災 

 を防ぐため、次の点に注意しましょう。 

  

住宅防火 いのちを守る 10のポイント 

－４つの習慣・６つの対策－ 

～４つの習慣～ 

 〇 寝たばこは絶対にしない、させない。 

 〇 ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。 

 〇 こんろを使うときは火のそばを離れない。 

 〇 コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。 

 

～６つの対策～ 

 〇 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。 

 〇 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換 

   する。 

 〇 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品 

   を使用する。 

 〇 火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。 

 〇 お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。 

 〇 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。 
 

【お問合せ】田辺市消防本部 予防課（電話：0739-26-9954） 

公民館をご利用の皆さまへ 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、引き続き、「３密の回避」、「マスクの着用」、 

「手指の消毒」、「手洗い・うがい」などの感染対策を徹底していただきますようお願いいた

します。 

 皆さまには、お手数をおかけしますが、安心して公民館をご利用していただくため、ご理解、 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。  



 
 
 
 
 

  
暑さも和らぎ、ようやく過ごしやすい季節となりました。地域の皆さま方

におかれましてはお変わりございませんか。また平素は本校教育の充実に変

わらぬご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

さて、文化の秋、スポーツの秋と言われますが、明洋中学校では秋本番を

迎え、体育大会、文化発表会、新人戦、修学旅行、ブラスバンド部のプロム

ナードコンサートなど様々な行事を予定しています。 

コロナウイルスの感染状況がとても気になるところですが、予定通り行い

たいと思っています。皆さま方のご理解とご協力をお願いいたします。 
 

◇令和３年度 第73回体育大会を開催しました 

 ９月19日（日）、晴天に恵まれ、第73回体育大会を開催しました。本年

度も昨年度同様、新型コロナウイルス感染予防のために、午前中の開

催、参観は保護者に限らせていただいての実施となりました。毎年、生

徒の頑張る姿を楽しみにされている地域の皆さま方には大変申し訳あり

ませんでした。 

 今年の体育大会のスローガンは、「Smile and Memories」～マスク

の下にも笑顔を咲かせよう～でした。スローガン通り、笑顔いっぱいの

思い出に残る大会となりました。特に３年生は、昨年度に続きソーシャ

ルディスタンスを踏まえた「手をつながないフォークダンス」を披露

し、お越しいただいた保護者の皆さんから温かい声援をいただきまし

た。本当にありがとうございました。  
 

 
 
◇地震・津波を想定した避難訓練 

 10月28日（木）に避難訓練を行います。この訓練は、毎年もとまち保育

所との合同で実施しています。 

 予定は次の通りです。 
 

10：35～ 地震発生（放送） 

10：40～ 避難開始        

１・３年生 正門より天神グラウンドへ 

２年生   裏門より天神グラウンドへ 

（坂途中で園児と合流）  

言葉は心 

 「相手の立場になって考える」、人との関係で最も大切なことの一つで

ありながら、なかなかできないことでもあります。こう言ったら相手がど

う思うか。配慮が足りない一言や言わなくてもいい一言で、不快な思いを

させたり傷つけたりしてしまうことがあります。 

 自分に悪気はなくても、その言葉を受け取った相手がどう感じるかに

よって、思わぬ展開になることもあります。誰もが言葉には繊細です。だ

からこそ、言葉遣いには常に気をつけたいものです。 
 

 心が伝わった「ごめんなさい」 
 

 先日、ある学年で子供同士のトラブルがありました。どうやらこれま

でも同じようなことが何度かあったようで、この日は我慢の限界を超え

たＡ君。相手に対する怒りがなかなかおさまりませんでした。「仲直り

できるかな。」私はしばらく様子を見ていました。 

 対応した教師は、Ａ君の気持ちに寄り添いながらじっくりとＡ君の言葉

に耳を傾けました。Ａ君が少し落ち着いたところで相手の子供たちも交え

話し合いをしました。どうしてケンカになったのか、お互いの思いを確認

しながら振り返りました。そうすることで相手の子供たちも今回の出来事

に正面から向き合い、Ａ君の気持ちを理解することができたようでした。 

 最後は、頭を下げて心から「ごめんなさい」を言うことができた２人の

子供たち。再びこのようなことがないことを願いますが、また同じような

ことが起こりそうになっても、この時の「ごめんなさい」を思い出し、心

にブレーキをかけてくれるだろうと思いました。 

 穏やかな表情に戻ったＡ君は、２人の子供たちと教室に帰っていきまし

た。 
 

 「言葉は心の使い」ともいいます。心の中で思うことは、自然と言葉に

表れるものです。日々、様々な場面で言葉を発する私たちは、一つひとつ

の言葉のもととなる自分自身の心を改めて見つめるようにしたいもので

す。まさに「言葉は心」なのです。 

 

芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

 「自主・自律・連帯」 10月号 

   ～文化の秋・スポーツの秋～  

清く  高く  のびのびと 10月号 

  ～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

９月２日（木）・３日（金）に夏休み作品展を

開催しました。工作や手芸、自由研究などの力作

が並びました。 

今年度の高学年の自由研究は、一学期に受けた

食育授業を発展させたものや食物連鎖等、今まで

に学習した中で興味を持ったことを更に追求して

いる作品が多く、見応えがありました。 

 作品展を見に来てくださった方の中には、お母さんとおばあさんのよう

に二世代一緒に見に来てくださる方もあり嬉しく思いました。また、地域

の会議をすると、「先生、ここはみんな仲ええんや。」とよく耳にしま

す。家族も地域も仲が良い、そのような所で育つ子供たちは、地域の良い

伝統を受け継いでくれると思います。 

 

 

 ９月７日（火）に、県環境アドバイザーの奥野佳世さ

んに来ていただいて、藍染め体験をしました。 

 子供たちが育てた藍の葉っぱをミキサーにかけて、

ジュースを作り、そこに何箇所か輪ゴムで縛ったスカー

フをつけておきました。 

 15分ぐらいつけておき、緑色のジュースから取り出し

たらきれいな水色に染まっていました。輪ゴムをはずし

てみると、ステキな模様が目の前に現れて、子供たちの

顔がぱっと明るくなりました。 

 藍の生葉は、シルクにしか染まらないので、

シルクの柔らかい手触りも感じていました。 

 奥野さんから、昔から人間は植物から様々な

恩恵を受けながら暮らしてきたことを教えてい

ただきました。また、お話を聞きながら、私

も、自然を大切にしていこうとする気持ちをも

つ子供たちを育てていきたいと思いました。 

藍染め体験 

藍の葉っぱ摘み 

～児童の感想より～ 

 わたしは、うまれてはじめてあいぞめたいけんをしました。あ

いのはっぱから色がでてくるとは思いませんでした。（１年生） 

～お家の方より～ 

 とてもステキなスカーフで驚きました。色もいつもの藍染めのイ

メージとちがい、シルクを使っているからでしょうか。私も作って

みたくなりました。 

運動会の練習 

 大坊のメイン種目の一つは、全校でする「一輪車」です。雨が続き

外で思うように練習ができないのはつらいですが、みんなで決めたス

ローガン「全力でチームワークを発揮し元気いっぱい！！最高な運動

会にしよう」に向けて全校児童が全力で練習中です。詳細は来月号で

お知らせします。 昨年度の様子 

  一つの言葉でけんかして   一つの言葉で仲直り 

  一つの言葉で頭が下がり   一つの言葉で心が痛む 

  一つの言葉で楽しく笑い   一つの言葉で泣かされる 

  一つの言葉はそれぞれに   一つの心をもっている 

  きれいな言葉はきれいな心 優しい言葉は優しい心 

  一つの言葉を大切に 

  一つの言葉を美しく       ＊作者不詳（諸説あり） 


